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1.	研究の目的・方法	

	 本発表は、1970 年代頃よりイギリスで始まっ
た「コミュニティダンス」とは何かについて明

らかにするものである。イギリス及び日本にお

いて、コミュニティダンスの実践は多様な形で

展開されてきた。「コミュニティダンス」という

言葉の定義も実践者によって異なっている。こ

のことには、イギリスのコミュニティダンスが

発展した経緯が関わっている可能性がある。 
	 イギリスのコミュニティダンスは 1960 年代
の「コミュニティ・アート・ムーブメント」を

下地とし、青少年教育、コンテンポラリーダン

ス界からの要請といった社会背景から生まれた

ものである(稲田, 1999)。すなわちイギリスのコ
ミュニティダンスは、特定の振付家やダンサー

が始めた個別実践の拡がりが端緒ではなく、コ

ミュニティ機能として期待されたものであった。

またイギリスのコミュニティダンスは、ブリテ

ィッシュ・アーツ・カウンシル British Arts 
Council の助成や、コミュニティダンス財団 
Foundation for Community Danceによる財政
的サポートなどを受けつつ発展してきた。この

意味においても、イギリスのコミュニティダン

スは、芸術的な実践というより文化政策として、

制度や社会的機能の中で発展してきたといえる。 
	 一方で、こうしたイギリスのコミュニティダ

ンスに影響を与えたのが、ルドルフ・ラバンの

ドイツにおける 1920〜1930 年代の実践及び理
論である。ラバンは集団による舞踊の効果を主

張して、それを「ムーブメント・クワイア(合唱
舞踊)」、あるいは「ゲマインシャフト・タンツ(コ
ミュニティ・ダンス)」という形で推し進めてき
た。(Kew, 1999)(Preston-Dunlop, 2008)当時の
ワイマール共和国下において、集団舞踊への憧

憬はラバンに限ったものではなく、またダンス

のみならずさまざまな芸術家たちが、ゲルマン

民族の統一的な新しい文化を求めて活動を展開

していた。しかしながらこうした活動は徐々に

ナチス・ドイツの文化政策へと回収され、ラバ

ンの実践もまた例外ではなかった。(Kew, 1999) 
	 こうした経緯から浮かび上がってくるのは、

近代国民国家の形成と関わり合う「コミュニテ

ィ」の考え方である。しかし一方で、イギリス

においては「コミュニティダンス」がドイツ由

来のものとは異なる意味を持って捉えられ、勃

興し、展開されてきた。伝統的にアソシエーシ

ョンの考え方が強いイギリス社会においては、

そもそも「コミュニティ」という概念は色濃く

なかった。しかし 1970 年代頃よりカウンターカ
ルチャーの流れを受けて、移民や労働者の居住

地域を拠点としてアーティストが活動する「コ

ミュニティ・アート・ムーブメント」が始まり、

その後 80年代の新自由主義的な政治体制を経て、
90 年代に労働党政権によって、再びコミュニテ
ィダンスが文化政策として推し進められること

になる。その目的は「コミュニティの再生」や

ソーシャル・インクルージョン(社会的包摂)とい
ったものであった。 
	 このようにコミュニティダンスの歴史的ルー

ツを明らかにすることで、コミュニティダンス

の持つ多義性、及びそれによって芸術と社会の

関係性に関する議論に一定の見解を提示できる

と考えられる。そしてこのことは、芸術と社会

の歴史的な位相の考察を行うことに等しい。 
 
2. 結語 
	 以上の分析により、イギリスのコミュニティ

ダンスについての歴史的・社会的経緯は以下の

ようにまとめることができる。 
	 元来アソシエーション文化を尊重するイギリ

ス社会にとって、コミュニティ概念を用いたダ

ンスは新しい試みであり、こうした観点がコミ

ュニティダンスへの着目へ繋がった。しかしダ

ンスによってコミュニティを形成ないし再生す

ることで、マイノリティを包摂することには、

新たな排除を生み出すという異論もある。この

異論は、ラバンが活動していたドイツの、その

後の歴史的経緯を見ても妥当である。現在では

「コミュニティ」ダンスと呼ばずに同様な手法

を用いて実践を行う場合も多々存在する。こう

したコミュニティの包摂と排除、両面を捉え考

察することは、昨今の「ソーシャリー・エンゲ

ージド・アート Socially-engaged art（社会関与
型アート）」における論点と関連し、芸術と社会

の関係性を考察することにつながるものである。 
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